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 交野市子ども・子育て会議（第６回） 

議事録 

開 催 日 時 平成 26 年９月 29 日（月） 午後２時 00 分～午後３時 40 分 

開 催 場 所 交野市立保健福祉総合センター ３階 展示活用室 

出 席 者 

（委 員） 

大橋委員、東口委員、端野委員、関委員、船戸委員、野中委員 

冨田委員、高垣委員、有元委員、福山委員、岡本委員、宮根委員 

欠 席 者 伊賀委員、井上委員、森岡委員 

事 務 局 
川村部長、金山参事、小川参事、東口課長、真鍋課長、奥野課長代理、 

今村課長代理、林係長 

傍 聴 者 １名 

議 題 

①「特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準（案）」 

「家庭的保育事業等の整備及び運営に関する基準（案）」 

「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準（案）」 

パブリックコメント結果について 

②保育の必要性の認定に関する規則案に係るパブリックコメント実施について 

③利用者負担（保育料）について 

④量の『確保方策』について 

⑤『交野市子ども・子育て支援事業計画』素案について 

⑥その他 

資 料 

交野市子ども・子育て会議 次第 

資料１ 保育の必要性の認定に関する基準（案） 

資料２－１ 新制度における１号認定利用者負担額（案）【平成 26 年度ベース】 

資料３ 交野市における認定こども園への各施設移行予定について（平成 26 年９月現在） 

資料４ 交野市子ども・子育て支援事業計画 素案 

資料５ 子ども・子育て支援事業計画策定スケジュール 
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議        事        の        経        過 

発 言 者 発 言 内 容 

事務局 定刻となりましたので、ただ今より交野市子ども・子育て会議を開催させて

いただきます。本日はお忙しい中、出席をたまわりまして厚くお礼申しあげま

す。それでは開会に先立ち、会長よりひとことあいさつをお願いしたいと思い

ます。 

  

会長 こんにちは。テレビを見ていると御嶽山の噴火で恐ろしいなと思いますが、その

話はおいておきたいと思います。昨日、私は一人のおじいさんとして孫の運動会へ

行ってきました。ここのところいい天気が続いていいなと思っていましたら、昨日

は暑いぐらいいい天気で、無事に運動会が終わりました。職業柄どうしても癖があ

りまして、運動会を見ると自分の孫を応援するよりも、今日の何年生の演技はこう

だったとか、あそこの指導ができていないとか、そういうことばかり気になってし

まって、自分の孫の走っている姿を見失ってしまうという欠点を克服できたらなと

思っています。 

幼稚園、保育所の関係者の先生方には、今、忙しい時だと思いますが、子どもた

ちができるだけ生き生きと動くさまというのでしょうか、そういう姿を見せていた

だき、親にも少しちょっとした喜びを与えてあげていただきたいと思っています。

よろしくお願いします。今日はそういう中で開催されましたこの会議、できるだけ

スムーズに進めますようお願いしたいと思います。簡単ですが、私の話とさせてい

ただきます。 

  

事務局  それでは、ここからの会議の進行については、よろしくお願いします。 

  

会長  第６回子ども・子育て会議の議題に入りたいと思います。始まります前に、事務

局、本日の委員の出席及び傍聴の状況について報告をお願いします。 

  

事務局  本日の子ども・子育て会議の委員の出席状況の前をご報告いたします。現在、

会議委員 15 名中、現在 12 名の委員にご出席いただいています。出席委員が過半数

を超えていますので、交野市子ども・子育て会議条例第６条第２項の規定に基づき、

本会議が成立していることをご報告申しあげます。なお、伊賀委員、井上委員、森

岡委員におかれましては、所用のため、欠席のご報告をいただいています。出席状

況については以上です。また、本日の傍聴者は１名です。 
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会長  この会議が成立しているということですので、議題に入りたいと思います。本日

の議題①「特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準（案）」 

「家庭的保育事業等の整備及び運営に関する基準（案）」「放課後児童健全育成事業

の設備及び運営に関する基準（案）」パブリックコメント結果について事務局から

説明願います。 

  

事務局  その前に本日の会議の資料を確認させていただきます。 

  

事務局 資料確認 

  

事務局 議題①「特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準（案）」 

「家庭的保育事業等の整備及び運営に関する基準（案）」 

「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準（案）」 

パブリックコメント結果 

議題②保育の必要性の認定に関する規則案に係る 

パブリックコメント実施について 

議題③利用者負担（保育料）について 

  

  

会長  説明が終わりましたので、質疑に移りたいと思います。ただいまの説明について、

委員の皆さんのご質問、ご意見等ございましたらお願いします。 

  

委員  細かくてよく分からないことがたくさんある中で質問させていただきます。保育

料は具体的に上がることになるんですか。 

  

事務局 まず幼稚園の保育料ですが、今、私立の幼稚園などは、幼稚園の保育料は色々格

差があります。特に安いところの幼稚園でいうと、その辺り、上がるとなるのか。

今、国が言っているのは、今までよりも保育料が上がるところについては、幼稚園

側が負担して、保育料をそのまま維持しても良いというような方針も出ています。

幼稚園については、基本的に保育料は現状維持をベースに設定していく予定です

が、今までより安くなるというようなケースもありますので、一概に値上がりする

というものではなくて、あくまでも今度からは市が保育料を定めなさいよというこ

とになります。その中で、公立の幼稚園についても私立の幼稚園と同じように設定

するのか、というような状況になってきます。公立の幼稚園、今、市が一ヶ月 8,000
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円、入園金は 2,500 円でやっていますが、この保育料についてもこの表に合わせて

いかないといけないのか、というような状況になっています。 

保育所の保育料については、どういう保育料の設定の仕方にするかにもよります

が、基本、年少扶養控除がなくなるという意味も踏まえて、今は、あくまでも前年

の収入ベースで保育料は決まっていますので、上がる方が多いかなというふうに考

えています。 

ただ、この基準額表も、大阪府下では色々あるんですが、一定 70 パーセントを

めどに考えていますので、交野市も今、66.9 パーセントとちょっと低い状況にな

っていますので、本来であれば、これは平成 21 年を最後に保育料を改訂しており

ません。本来であれば、３年おきに見直すということで、前回、保育料を決定した

会議で決まっていますが、本来、平成 24 年度に改訂すべきだったのですが、新制

度があるということが分かっていましたので、この新制度が始まる時に合わせて保

育料の見直しを図るということで進めてきました。そういう形で、今回、この保育

料を改定するものです。 

  

委員  ３パーセントぐらい上がることになるんですか。 

  

事務局  国基準に対して３パーセント引き上げられればいいのですが、その辺りのシミュ

レーションは、今、ちょっとうちの保育システムの方でも試算ができていない状況

です。今、この表だけでいうと、保育料の値上げはしておりません。ただ、先ほど

も言いましたように、年少扶養控除がなくなることによって、一つ、二つ階層が上

がる可能性があります。その辺りによって、家庭の負担としては、保育料が上がる

可能性はあるのではないかというふうに考えています。この表自体が、このままで

いくのかどうか、今後、決めていかないといけませんが。 

  

会長  要は、今日の話であれば、保育料の件については、今まで所得税ベースだったも

のが、市民税ベースになると。その所得税の中に控除があったものが、控除がなく

なることによって、値段は一緒であっても、その人の階層が上がる可能性があると

いうことですね。 

  

事務局  はい、そうです。 

  

会長 それから幼稚園は、私立も公立も、同じ保育料になるということですね。そのこ

とによって、今、安い公立の幼稚園の分が、私立幼稚園の方に近づいていくという

ことが起こるだろうということですね。 
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事務局  はい、そうです。 

  

会長 要は、同じぐらいになるということですね。 

  

事務局 はい。そういうことです。 

  

会長  ちょっと分かりにくいようでもありますが、どうしても仕方がないという部分

も、制度と共に変わってしまうということです。国の方針によって動いているとこ

ろですから、その辺も変わってしまうということがあるということを考えているわ

けですね。ほかにご意見ございませんか。そうしたら、議題③利用者負担（保育料）

に審議ついては、事務局から提案があると聞いていますが、どうですか。 

  

事務局  事務局からの提案ということで、先ほど課長の方から、利用者負担の１号認定、

２号認定、３号認定の説明があったかと思います。たしかにすごく複雑で、分かり

にくい表になっていると思います。この会議は、地方自治法、子ども・子育て支援

法に基づく附属機関ということで、子育ての計画や子どもの関係の調査審議をする

会議ということで、法律で位置付けられています。その附属機関というのは、当然、

市長の諮問という形で、市長がこういうことを調べてください、調査してください、

作成してくださいというところを審議していただき、市民のご意見を反映し、市長

に答申するという形の機関になっています。当然、利用者負担についても、子育て

支援の観点から申しますと、やはりこの会議にかけて、ご審議をいただき、市とし

ての考え方で、市民の意見をご反映した上で執り行っていくべきものだと思いま

す。今、先ほどの説明で、制度自体が複雑ということで、この場でさせていただく

のも一つの考え方ですが、ちょっと利用者負担という専門的なところで、新たな部

会を設けさせていただき、この利用者負担については検討していきたいというよう

に考えています。そこで議論していただいたものを、子ども・子育て会議にはかっ

ていただき、新たに承認していただくような形で事務局としては考えていますの

で、一度、ご検討よろしくお願いします。 

  

会長  事務局の方から、利用者負担については専門部会でということで、それの設置に

ついて依頼がありました。利用者負担、保育料ですが、これまではどのような形で

今まで行われてきたのですか。 

  

事務局 この子ども・子育て会議ですが、今年度、条例を設置させていただき、設立さ
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れていますが、その前段として、幼児問題対策審議会というものが交野市にはご

ざいました。その幼児問題対策審議会の中で、例えば、校区の編成とか、そうい

うところを色々議論されていますが、その保育料もその一つとして、会議の方で

審議をされていたと。そこではかられたものは市長に答申されて、保育料の改定

をしていっているというような経過があります。 

  

会長  今までは、幼児問題対策審議会でしていたけれども、それがなくなってこれにか

わったということですね。 

  

事務局  そうです。 

  

会長  委員の皆さま、どうでしょう。利用者の負担については、保護者の所得、国から

示された専門的な手法、また個人情報等も関係してくることから、事務局が提案さ

れた専門部会を設置して、その部会で審議された内容をこの子ども・子育て会議で

諮って、それで市の方に答申を出していくというような形でいると形式上、思って

いますので、この点について、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

  

一同  異議なし。 

  

会長  それでは委員の構成については、事務局の一任という形でいったらどうかなと思

うのですが、どうですか。 

  

事務局 もし、利用者負担額の専門部会を設けていただくということで、その前提で委員

の選出の方をお願いしたいのですが、専門部会の構成としては、たしかに国の制度

の複雑さ、専門性もございます。またその地域の利用者負担額、保育料のバランス

もございますので、委員の選出については、私立幼稚園からは２名、私立保育所か

らは２名にお願いしたいなと。学識経験者からは会長にお願いしたいと思っていま

す。 

もう一つ、公立幼稚園もありますので、今日はご欠席ですが、公立幼稚園の園長

にお願い申しあげたいと思います。幼稚園は、今のところ教育委員会の管轄ですの

で、教育委員会から１名にお願いしたいなと考えています。計７名で、その利用者

専門部会を設置申しあげたいと考えています。よろしくお願いします。 

  

会長  事務局案が出されましたが、これでご異議ございませんか。ないようでしたらい

いんですが、もしご異議ある方がござましたら。 
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一同  異議なし。 

  

会長  それでは異議なしと認めます。それでは、委員に選出された皆さんには、忙しい

中。特にあとのスケジュール等の関係もありますから、忙しい中、申しわけありま

せんが、精力的に審議いただくようによろしくお願いします。それでは④量の『確

保方策』について、事務局から説明願います。 

  

事務局 議題④『確保方策』について説明 

  

会長  説明が終わりました。私立幼稚園は６園中４園が 28 年度には移行の方向である

と。保育所については７園中５園が移行の方向を持っておられるということです。

ご意見、ご質問等ありましたら、ご発言いただけますか。 

  

委員  私立幼稚園から新制度に移行されるという、27 年度はとりあえずすべての私立

幼稚園が現行のままで、28 年度移行は幼稚園によって違うとは思いますが、どう

するかというのを一般市民の方が見るのはパブリックコメントに載っているとい

うことですか。これから幼稚園に入れようと思っている子どもの、その幼稚園の制

度が変わるか変わらないかを知るために。 

  

事務局 私立幼稚園なので、移行については、各幼稚園の意思になります。ですから、市

がどうこうというわけではありません。 

  

委員  まとめているというわけではないと。 

  

事務局  あくまでもその私立幼稚園が認定こども園に移行します。施設型給付の幼稚

園に移行しますという意思表示をしていただいて、その手続きがありますの

で、それをしていただいた上で移行という形になります。 

  

委員  それは各自、私立の幼稚園に問い合わせてくださいということも市はやらないと

いうことですか。すべて私立幼稚園にお任せするということですか。知っている人

は知っているけど、知らない人は知らない。行って初めて知ったとか、そういうふ

うになってしまうんじゃないかなと思って、知りたいけれども、どこに行ったらい

か分からないしという、入る前にやっぱり色々調べたいので、それは市から各私立

幼稚園に問い合わせてください、などの大きい資料じゃないですが、ここを見たら
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分かりますよというのが分かるような制度にしてもらえたらなと思います。 

  

事務局  この制度を移行しましたら、施設型給付、当然、市が施設型給付を支払うことに

なりますので、幼稚園との連携は当然出てきます。現に、今、枚方市さんなどでは、

９園、施設型給付とか認定こども園に移行するという話がありますので、現に今、

うちの市役所の方にも交野市の子どもが枚方市の幼稚園に行っているケースはた

くさんありますので、そういう子たちが移行した場合、どうなるんですかというこ

とで問い合わせがたくさんあります。基本的に施設型給付、認定こども園の募集を

どうするかについては、今までの私学助成の場合は、私立幼稚園連盟から冊子が出

されたり、ホームページで出したりしていましたが、その辺り、当然、市も関わり

を持っていくことになりますので、周知というか、そういう形は一定、市からも出

てくるのではないかとは考えています。 

  

委員 はい、分かりました。 

  

会長  将来的には、ある程度、はっきりした時点でお知らせするということを考えてい

るということですね。 

  

事務局  はい。 

  

会長  ほかにありませんか。ないようでしたら、５点目の案件の交野市子ども・子育て

支援事業計画素案について事務局からのご説明をお願いしたいと思います。 

  

事務局 議題⑤『交野市子ども・子育て支援事業計画』素案について説明 

  

会長  長い説明でしたが、説明が終わりました。今の説明について、委員の皆さんのご

質問、ご意見等ございましたら発言お願いします。 

  

委員  42 ページの基本視点（４）子どもの成長にともに感じる“喜び”の視点という

のが、すっと入ってこなかったんです。これは誰が中心でその視点を見ているとい

う考え方なのでしょうか。 

  

サーベイリサー

チセンター 

 表現が分かりにくいですか。 
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委員 分かりにくくて。 

  

サーベイリサー

チセンター 

 喜びと書いていますが、今回、子ども・子育て支援法で、基本的な指針が示され

ており、そこで一番重要視されているところは自己肯定感を養うといったところで

す。子どもが自己肯定感を身に付けるというのもありますし、親の観点から見ても、

共に成長していって、喜びや子育てについての自己肯定感といったところを身に付

けていくということでしょうか。そういったところで、共に成長し合いながら、喜

びを感じ合おうというような、そういった視点にはなっていますが、分かりにくい

と。 

  

委員  ちょっと分かりにくい。おっしゃっている内容はすごく分かるんですが、このワ

ンフレーズの子どもの成長にともに、となってしまっているところで分かりづらい

のかなと思ったので、ここは改善していただければいいかなと思いました。 

  

サーベイリサー

チセンター 

分かりました。 

  

委員 地域子育て支援拠点事業ですが、交野市さんとしては、移行は検討されていない

と考えてよろしいでしょうか。これまで利用者支援、地域支援が強化されてきたと

思いますが、今まで通り、ひろば型はひろば型、センター型はセンター型という形

で継続されるのでしょうか。 

  

事務局  先ほどの視点のところ、新制度に基づく視点で、次世代の視点が子育ち・子育て、

輪（和）というところでしたが、新制度のところで、また新たな視点がいるかなと

いうところで、（４）の表現をしたのですが、かなり分かりにくいと私も思います。

明確に子育て支援というところ、例えば、仕事と家庭の両立とか、そういうところ

が新制度では待機児童対策などが考えられていますので、その辺も含めて表記の方

は考えたいと思います。 

 今、おっしゃっている地域子育て支援拠点事業ですが、今、交野市で４カ所ひろ

ば型とセンター型をやっていますが、今のところは、この４カ所ということで考え

ています。発展的にもっとカ所を設けるというのは、交野市の方向性のところでは、

いまのところ考えていないというのが現実です。 

  

委員  それに対してですが、18 ページの交野市地域子育て支援センターとつどいの広

場、利用時間も営業日数も倍ほどの時間数が出てくると思いますが、平均を取ると、
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つどいの広場の方が１日の利用組数は多くなってきます。常設の地域子育て支援セ

ンターさん、他市でも指定管理者で株式会社が１件やられていると思いますが、そ

ちらの方で２万 5,000 人の人数を集めている中で、なぜここで伸びないのかなと。

もう少してこ入れが必要ではないかというところが、現状、センター型としてここ

を継続するのであれば、考えていただいた方がいいと思います。 

  

事務局   今おっしゃったように、伸びていないというところは、たしかに否めないかなと

思います。22 年度からみても。事業内容がどうかというところもあるかなと思い

ますが、この４カ所は変えないということは話をさせてもらいましたが、中身につ

いては、ある程度改善する。利用を促進していく何か方策、手立てが必要かなとい

うことは事務局も思っています。株式会社に対しても、ひろば型の団体にしても、

ある一定、充実に向けた考え方については、今後、考えていきたいと思っています。 

  

委員  16 ページにあります、一時預かり等の対応について、10 月１日にゆうゆうセン

ターの１階で、星の子ルームという預かり保育が開園されますよね。それの市とし

ての位置づけとか、取組状況についてうかがいたいのですが。 

  

事務局  10 月１日から星の子ルームということで、一時預かり事業を、ゆうゆうセンタ

ーの一番端っこに駐輪場がありますが、開設することになりました。隣にファミリ

ー・サポート・センターがあって、一つの部屋にファミリー・サポート・センター

と星の子ルームという形になります。本来、もうちょっと早い時期、年度当初、４

月１日からの開設が一番スムーズかなと思いますが、10 月 1 日になったというの

は、事務所の移転などの関係もあり、整備が整ったのが 10 月１日であったと。こ

の年度においては試行的にという形で考えています。 

ゆうゆうセンターで一時預かり事業、半日単位で午前と午後という形で、この年

度、半年間は取り組んでいきますが、当然、どれだけの需要があるかわかりません

し、ゆうゆうセンターの建物の特性もあります。子どもさんが多く来られるとか、

検診とか、色々な事業もここでやっていますので、半日単位がいいのか、それとも

また、時間単位がいいのかという、利用のところもこの半年で把握したいなと思っ

ています。この年度の星の子ルームは、一時預かり事業、今、市内２カ所の保育園

にお願いしているのですが、目標は３カ所ということだったので、26 年度次世代

の計画が終わる前ですが、試行的に参加するということで開設に至ったというとこ

ろです。 

  

委員  施設自体が子どもを預かるという施設にしたら、非常に改善が必要な状況にある
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と思うんです。本当に試行的にされるとしても、改善の余地がすごくある施設だな

というふうに思って見ているのですが。 

  

事務局  改善というのは、スペース的な。 

  

委員  はい、スペースと人員の問題とか、それから一時保育の取り組みにあたっての、

やはり色々な子どもが来るので、保育内容の対応とか、そういうことをすごく検討

していかなければならないと思います。そういうことがどうなっているのかなとい

う思いでうかがいたいなと思ったのですが。 

  

事務局  今、10 月１日から実施していただくところですが、その辺は年齢差がかなりあ

るかなというところで、申し込みを今、受付しているところなので、その辺も含め

て 10 月１日から行っていただくところには色々なご配慮はしていただいていると

いうところなので、当然、事前予約、登録、面接とかもありますので、預かる子ど

もについては、色々な特性を持たれているお子さんもおられるかなと思いますの

で、その辺も含めて、調整は今後していかれると認識はしています。 

  

委員  例えばですが、一時保育を今までは保育所の中でしていますよね。そういうふう

なのは、公立保育所でできないかなというような感じで、今回の星の子ルームを見

せていただいて、非常に預かる施設が貧弱なので、近くにある公立保育所でできな

いかなという感じで見せていただいたのですが。 

  

事務局  当然、保育というところになると、施設が充実すればするほど、いいに決まって

いるというところがありますが、これまでの件について、一時預かりについては、

色々な形で各施設の方には、お願いに上がらせていただいています。今は星田と交

野保育園の方でしていただいています。２カ所ですが、今後、その辺りはこれから

この新制度の計画に向けても、一時預かり事業というところで明記されていますの

で、市内、多ければ多いほど、働いている世帯にはすごく利用価値があるものだと

思っていますので、その辺は今後、検討していきたいと思っています。 

  

会長  今後の問題点ということで、よろしくお願いします。 

  

委員  62 ページ、【１号認定・２号認定・３号認定の量の見込みと確保の内容】の表、

②確保の方策の中に、確認を受けない幼稚園という項目がありますが、これは非常

に分かりにくいかなと思いますので、もうちょっと分かりやすい用語を使っていた
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だきたいと思います。 

 平成 30年度、31 年度の３号、０歳から２歳までですが、その下が「保育の必要

性なし」となっていますが、これは誤記でよろしいですか。 

  

事務局  はい。 

  

委員  「あり」ですね。 

  

事務局  はい。訂正します。 

  

会長  変えられる部分はここで変えていただければいいのですが、表記の分について、

例えば、確認を受けない幼稚園ですか、それをある程度、分かりやすい言葉で表記

できないかと。 

  

サーベイリサー

チセンター 

 意味合いとしては、新制度に移行しない幼稚園という形になります。より分かり

やすい表現にしたいと思います。 

  

会長  意味合いとしては、新制度に移行しないという。 

  

サーベイリサー

チセンター 

 はい。その年度はまだ移行していないという形です。 

  

会長  そういうことですので、それをもっと分かりやすい言葉にということです。皆さ

ん、ご理解いただけましたでしょうか。ほかにありませんか。ないようでしたら、

最後の案件の⑥その他に移ります。何かございませんか。ないようですので、最後

に、事務局から、スケジュールについての説明をいただきます。 

  

事務局  スケジュールについての説明 

  

会長  本日の案件はすべて終わりました。お忙しい中、お疲れさまでした。これにて閉

会させていただきます。ありがとうございました。 

 （終了） 

 


